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委員会報告第 ８ 号 

 

 

民 生 文 教 常 任 委 員 会 報 告 書  

 

令和７年１２月１０日第４回定例会における議決に基づき、当委員会の所管につ

いて調査した結果を下記のとおり報告する｡ 

 

 

令和 ８ 年 ４ 月２８日  

 

 

 七飯町議会議長 木 下   敏  様 

 

 

民生文教常任委員会       

委員長 平 松 俊 一   

 

記 

 

【所管事務調査事項】 

・町内の文化財の現状と維持管理計画について 

 

令和７年１２月１０日、２３日、令和８年１月２７日、３月２５日、４月１５日、

４月２８日の６日間、委員会を開催し、生涯教育課長及び生涯教育課学芸員の出席を

求め、提出資料に基づいた説明の聴取及び現地調査を行った。 

 

１．調査の目的 

町内の文化財について、適切に管理及び保全活動が実施されているか調査を行

った。 

 

２．調査の方法 

文化財の場所や個数等の一覧及び写真、これまでの管理体制と管理状況、今後

の管理体制及び修繕等の計画について資料の提出を求め、生涯教育課長、生涯教
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育課学芸員への聴取及び現地調査を行った。 

 

３．町内の文化財の現状について 

七飯町内において重要と認めた天然記念物１５件、史跡２４件、有形文化財１

２件、有形民俗文化財６件、無形民俗文化財２件が町にとって保存が必要な文化

財である要保存物件となっている。そのうち、有形文化財の４件について町指定

文化財とされており、七飯町の歴史の中でも特に重要な物件として扱われている。

要保存物件の一覧については、【表１】のとおりである。 

 

【表１】七飯町要保存物件一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ　天然記念物 令和7年12月20日現在

Ｎｏ．名称 地区 標識設置年 柵 備考

1 赤松並木 ５号線
道環境緑地指定／建設省日本の道百選・歴史国道・
土木学会遺産
2023年8月、鳴川地区ケヤキ10本伐採される

2 一本栗 大川 道百年記念保護樹木・平成15年に枯死している

3 けさかけの栗跡地 桜町 昭和59年 伐採により滅失。樹木標本として歴史館にて保管

4 ガルトネルブナ林 桜町 平成16年森林管理署にて看板設置

5 倉山卯之助の杉 本町 昭和62年 平成16年の台風により1本伐採

6 行啓記念の藤 大沼 平成2年

7 旧三嶋神社のイチョウ 本町 平成6年 有 標識撤去

8 藤山のイチイ 藤城 平成6年

9 七重官園のヒノキ林 本町 杉の大木１本あり、町内最古級と考えられる

10 七重官園の杉林 本町 通称：文化の森

11 七飯の大トチノキ 桜町 令和5年11月10日、落雷？により大枝倒壊

12 武佐川のブナ 大中山

13 七重官園事務所構内の樹木 本町
現：七重小学校敷地 平成16年の台風により
杉・ヒノキアスナロ伐採

14 大沼流山地形 東大沼

59 オウレン群生地 本町 令和４年
令和４年新規登載 江戸期に倉山卯之助が植栽した
可能性が高い
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Ⅱ　史跡

Ｎｏ．名称 地区 標識設置年 柵 備考

15 七重官園事務所跡 本町 昭和61年 現　七重小学校敷地

16 大川村発祥の地 大中山 平成元年 平成22年にクリの大木の枝が剪定される

17 男爵薯発祥の地 鳴川 平成2年 有

18 箱館戦争勃発の地 峠下 平成2年 有

19 七重官園水車場跡 本町 平成2年

20 七重官園第一家畜房跡 本町 平成2年

21 峠下ホテル跡 峠下 平成25年 現 峠下交番敷地に旧峠下中学校校門とともに設置

22 七重官園第二家畜房跡 鳴川 平成3年 御料梨記念碑も設置してある

23 中島郷跡 中島 平成4年

24 明治天皇蓴菜沼小休所 西大沼 平成4年

25 精進川小中学校跡 東大沼 平成23年に史跡看板が壊される。

26 札幌農学校第七農場跡 大中山

27 七重村御薬園跡 桜町

28 聖山遺跡 峠下 出土遺物は歴史館常設展示室にて一部展示

29 鳴川遺跡 鳴川

30 七重官園綿羊牧場跡 大川

31 峠下台場跡 峠下 柱 郷土史研究会にて標柱設置

32 ガルトネルの屋敷跡 桜町

33 箱館戦争戦死者墓碑群 峠下 有 歩道取付

34 箱館戦争戦死者墓碑群 桜町 昭和60年 有

35 大川村三嶋神社跡地 大中山 有 柵色塗り

36 一行院跡地 峠下 柱

37 峠下村塾平山先生の墓 峠下 平成2年 有 平成16年台風により柵倒壊・再設置。色塗り

38 明治天皇御野立之地 西大沼 平成17年 有 平成16年石碑移設・平成17年看板及び柵設置

Ⅲ　名勝

Ⅳ　有形文化財

Ｎｏ．名称 地区 標識設置年 柵 備考

39 迫田家文書 歴史館 第1号　町文化財指定　S59.11.7　一部歴史館にて展示

40 飯田甚兵衛の地蔵 桜町 昭和60年 第2号　町文化財指定　H3.9.30　宝琳寺境内で常時見学可

41 宮崎家資料 歴史館 由緒書ほか

42 円空作観音像 大中山 冨原家所蔵

43 伝目定作神像 大中山 冨原家所蔵

44 伝目定作神仏像 大中山 荒木家所蔵

45 永禄11年銘の馬鞍 歴史館 歴史館にて展示

46 東照宮の鈴 歴史館 歴史館にて展示

47 宝永6年銘の鰐口 歴史館 三嶋神社所蔵、歴史館で展示していたが、令和７年返却

48 萱葺屋根の民家 峠下 仁山・軍川に１軒ずつしか残っていない

49 官私山林区別絵図 歴史館 第3号　町文化財指定　H17.5.13　歴史館にて保管・複製展示

58 峠下村絵図 歴史館 第4号　町指定文化財　H25.1.15　歴史館にて保管・複製展示
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町では、これら多岐にわたる要保存物件を適切に維持・継承するため、「文化財

調査カード」を作成し運用している。当該カードには、所在地や現況写真ととも

に物件の概要が記録され、要保存物件登録に至った経緯等も記載されるなど、一

元的な管理が図られている。 

一方で、現行の保護体制における課題も確認された。町では「七飯町文化財保

護に関する条例」を制定しているものの、具体的な運用を定める「施行規則」が

未整備であり、実務判断の一部が担当者の解釈に委ねられていることが確認され

た。他自治体においては、条例に基づいた詳細な事務手続や様式を施行規則で明

文化しており、これにより担当者の交代等が生じた際にも、統一された基準によ

る登録判断や管理の継続性が担保されている。町としても、業務の継続性を確保

する観点から、施行規則の策定が必要であると認識しており、今後着手していく

意向である。施行規則の策定においては、他自治体を参考事例として、台帳管理

に関する規定を整備して保存状況を常に明確化することや、要保存物件の客観的

な選定基準を盛り込むこと等を検討していきたいとの説明があった。 

 

４．文化財の保護活動について 

文化財の保存状態を維持するため、現場では生涯教育課職員による維持管理活

動が行われており、現在の体制は、専門的知見を持つ学芸員１名、主に事務仕事

を担う正職員１名、及び実務を補助する学芸員補（会計年度任用職員）１名の計

３名体制となっている。加えて手すりの修繕や階段の修繕等を行う際には作業員

を別に雇う形で保全活動を実施している。 

具体的な活動内容は、定期的な巡回による現状把握に加え、随時の草刈り、案

内看板の塗装、柵の軽微な修繕など、可能な限り職員自らの手により維持を行っ

Ⅴ　有形民俗文化財

Ｎｏ．名称 地区 標識設置年 柵 備考

50 水無の馬頭観音碑 桜町 昭和63年 文化の森に移設

51 藤山の馬頭観音碑・三界万霊塔・子安地蔵尊 藤城 平成5年 藤城地蔵堂内

52 古峠の庚申塚 峠下 平成7年 有

53 山の神 藤城 平成7年 有 看板再設置

54 仁山の庚申塚 仁山 平成8年 有 町有地として土地取得し現状保存

55 峠下の庚申塚 峠下 柱 屋根

Ⅵ　無形民俗文化財

Ｎｏ．名称 地区 標識設置年 柵 備考

56 庚申講 平成7年に峠下の庚申講が途絶えている

57 やっこ 大山会・23年ぶり・5年に1回・上磯から教授され復活
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ている。また、文化財の中には町所有でないものも含まれており、それらについ

ては所有者と連携し保全に当たっているとのことであった。 

委員からは天然記念物の管理及び町指定文化財への登録について質疑があり、

町有地内の場合は草刈り等を適宜実施し、民有地については現状確認し必要に応

じて許可を取り保全活動をしているが、自然災害等で消失することも考えられる

ことから町指定文化財とすることは考えていないと答弁があった。 

 

５．まとめ 

本委員会における調査の結果、町内の文化財は「文化財調査カード」に基づき

適切に管理されており、現場においても職員を中心とした保全活動が継続されて

いることを確認した。多様な文化財は町にとって代えがたい貴重な財産であり、

これらを確実に次世代へ引き継ぐためには、属人的な管理から組織的・継続的な

管理体制への移行が不可欠である。現在検討されている「施行規則」の策定を速

やかに進め、保存基準の明確化や台帳規程の整備を行うことで、担当者の交代等

に左右されない安定した管理体制を確立すべきである。 

また、オウレン群生地の事例に見られるようなＱＲコード等のデジタル技術を

積極的に導入し、より広く文化財の価値をＰＲしていくことで町民が身近な文化

財に愛着を持ち、その保存を共に支える意識を醸成できるよう、積極的な周知活

動と適切な保護施策の展開を強く望み、委員会報告とする。 


